
平
成
二
十
二
年
三
月
十
六
日
提
出

質

問

第

二

七

三

号

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
行
わ
れ
る
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
作
業
と
国
会
議
員
の
特
権
等
に
関

す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男

273



平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
行
わ
れ
る
行
政
刷
新
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
作
業
と
国
会
議
員
の
特
権
等
に
関

す
る
再
質
問
主
意
書

昨
年
九
月
十
六
日
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
が
発
足
し
、
行
政
刷
新
会
議
が
新
設
さ
れ
た
。
「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七

三
第
一
二
二
号
）
で
は
、
同
会
議
に
よ
る
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
「
御
指
摘
の
『
事
業
仕
分
け
』
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一

年
十
月
二
十
二
日
に
開
催
し
た
第
一
回
行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た
『
事
業
見
直
し
の
視
点
』
に
お
い
て
、
『
平
成

二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
聖
域
な
く
事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
、
根
本
か
ら
歳
出
の
枠
組
み
を
刷
新
す

る
』
と
さ
れ
て
い
る
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
九
六
号
）
を
踏
ま

え
、
再
質
問
す
る
。

一

現
在
国
会
議
員
一
人
あ
た
り
月
百
万
円
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
、
ま
た
各
会
派
に
一
人
あ
た
り
月
六
十
五
万
円
の
立
法

事
務
費
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
東
京
都
港
区
に
あ
る
衆
議
院
議
員
宿
舎
は
、
相
場
感
覚
の
五
分
の
一
程
度
の
格
安

の
家
賃
で
居
住
で
き
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
昨
年
末
時
点
で
国
民
一
人
あ
た
り
約
六
百
三
十
三
万
円
、
国
と
地
方
を

あ
わ
せ
て
八
百
七
十
一
兆
円
を
超
え
る
国
家
財
政
赤
字
を
抱
え
る
中
、
国
会
議
員
一
人
あ
た
り
年
約
五
百
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
現
在
国
民
一
人
あ
た
り
約
二
百
五
十
円
、
全
体
で
約
三
百
二
十
億
円
に
上
る
政
党
助
成
金

一



に
つ
い
て
は
、
過
去
に
同
制
度
が
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
代
わ
り
に
企
業
献
金
、
団
体
献
金
を
廃
止
す
る
こ
と
を
目
指
す

と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
先
の
質
問
主
意
書
で
、
行
政
刷
新
会
議
の
対
象
は
あ
く
ま

で
行
政
で
あ
る
と
承
知
す
る
も
の
の
、
こ
の
様
な
立
法
府
に
お
け
る
税
金
の
無
駄
遣
い
、
国
会
議
員
の
特
権
に
つ
い
て
も
、

事
業
仕
分
け
の
対
象
に
し
、
国
会
議
員
一
人
一
人
が
自
ら
率
先
し
て
身
を
切
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政

府
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
、
立
法
事
務
費
、
政
党
交
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
国
会
に

お
い
て
そ
の
在
り
方
を
御
議
論
い
た
だ
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
に
つ

き
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
本
年
四
月
以
降
に
始
ま
る
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
は
、
右
の
立
法
府
に
お
け
る
税
金
の
無
駄
遣

い
、
国
会
議
員
の
特
権
を
対
象
と
す
る
考
え
は
あ
る
か
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
立
法
府
に
お
け
る
税
金
の
無
駄
遣
い
、
国

会
議
員
の
特
権
に
つ
い
て
「
国
会
に
お
い
て
そ
の
在
り
方
を
御
議
論
い
た
だ
く
べ
き
問
題
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
刷
新

会
議
、
ひ
い
て
は
鳩
山
内
閣
と
し
て
、
聖
域
な
く
税
金
の
無
駄
遣
い
を
見
直
し
、
な
く
す
こ
と
を
目
指
す
の
な
ら
ば
、
立
法

府
の
問
題
と
し
て
右
の
様
に
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
政
府
と
し
て
、
直
接
そ
れ
ら
を
廃
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
に

せ
よ
、
せ
め
て
国
民
世
論
に
訴
え
、
国
会
に
お
け
る
議
論
を
喚
起
す
る
と
い
う
目
的
の
下
、
事
業
仕
分
け
の
対
象
と
す
る
こ

と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
等
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十

二



一
年
十
二
月
四
日
内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
二
二
号
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
ま
ず
は
、
国
会
に
お
い
て
そ
の
在
り
方
を
御
議
論

い
た
だ
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
、
全
く
同
じ
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
を
起
案
・
作
成
し
た
者

は
誰
か
、
そ
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
「
前
回
答
弁
書
」
に
あ
る
答
弁
は
、
国
民
の
生
活
が
第
一
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
政
権
交
代
を
成
し
遂
げ
、
発
足
し
、
国
政
の
運
営
を
官
僚
主
導
・
官
僚
依
存
か
ら
政
治
主
導
・
国
民
主
導
へ
と
刷
新
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
し
た
鳩
山
内
閣
の
答
弁
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
事
務
的
で
あ
り
、
前
政
権
と
変
わ
ら
ず
真
摯
な
姿
勢
の
全

く
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
行
政
刷
新
会
議
、
ひ
い
て
は
鳩
山
内
閣
と
し
て
、
立
法
府
に
お
け
る
税
金
の
無
駄
遣
い
、
国
会

議
員
の
特
権
を
直
接
廃
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
立
法
府
の
問
題
と
し
て
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
せ
め
て

国
民
世
論
に
訴
え
、
国
会
に
お
け
る
議
論
を
喚
起
す
る
と
い
う
目
的
の
下
、
事
業
仕
分
け
の
対
象
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
右
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
を
再
度
問
う
。

右
質
問
す
る
。

三


